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ホ
ウ

ホ
ウ
シ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ヨ
ウ
キ
ヨ
タ
ポ
ン
カ
ン
ゴ

費
生
流
謡
曲
本
列
鶴
ご
加
。
野
村
空
翠
務
。
寛
政

版
の
費
生
流
議
本
ご
百

'r番
の
設
宰
を
一
々
辞
し
た

も
の
で
、
未
刊
の
も
の
で
あ
る
。

ホ
ウ
シ
ョ
ウ
日
ユ
ウ
ヨ
ウ
キ
ヨ
夕
日
ゲ
ン
ザ
ツ
ケ

あ
る
。
案
ず
る
に
、
事
保
十
九
年
十
二
週
資
生
大
夫

友
精
の
加
賀
務
に
提
出
し
た
費
生
家
織
に
は
、
費
生

四
郎
左
衛
門
が
大
坂
陣
の
頃
、
初
め
て
前
回
大
納
言

に
随
従
し
た
と
あ
る
が
、
大
坂
陣
と
大
納
言
利
家
と

は
時
代
に
於
い
て
一
致
し
な
い
か
ら
、
必
ず
申
納
言

利
常
の
諜
停
で
あ
ら
号
。
降
っ
て
前
回
綱
紀
の
時
に

至
り
、
将
軍
綱
吉
の
晴
好
に
伴
う
て
、
貞
享
コ
一
年
悶

三
用
務
の
能
役
者
諸
橋
富
太
夫
を
費
生
大
夫
勝
敗
友

春
に
入
門
せ
し
め
、
四
用
友
春
を
招
い
て
自
ら
そ
の

設
を
製
び
、
迭
に
友
春
の
次
子
第
内
に
十
五
人
扶
持

を
奥
へ
て
、
江
戸
に
於
け
る
御
手
役
者
の
首
座
に
置

き
、
元
検
十
三
年
に
は
滞
の
波
吉
右
内
信
重
を
し
て

亦
箆
生
流
に
鱒
ぜ
し
め
た
。
是
に
於
い
て
加
賀
務
の

能
役
者
は
、
京
都
の
竹
凶
様
兵
衡
が
金
春
流
な
る
外

悉
く
費
生
に
鴎
し
、
後
世
加
賀
費
生
と
呼
ば
れ
る
図

を
な
し
た
。
腕
に
し
て
友
春
の
嫡
男
主
席
早
世
し
て
、

第
内
は
宗
家
に
復
鴎
し
た
が
、
久
し
か
ら
ず
し
て
裂

し
、
友
春
の
四
子
九
郎
暢
策
十
代
の
大
夫
と
な
っ

た
0
.而
し
て
分
家
嘉
内
の
後
は
、
友
春
の
五
子
勝
之

助
友
勝
之
を
受
け
、
宗
家
の
門
下
首
春
左
衛
門
の
弟

鷲
宮
氏
勝
三
代
を
嗣
ぎ
、
左
衛
門
の
ご
子
菊
三
郎
明

器
四
代
と
な
っ
た
。
こ
の
爾
三
郎
の
嫡
子
菊
五
郎
は
、

入
っ
て
宗
家
十
四
代
の
大
夫
勝
監
英
勝
と
な
っ
た
か

ら
、
次
予
源
五
郎
勇
勝
が
分
家
五
代
と
な
り
、
場
勝

の
塙
勇
三
郎
事
詳
、
そ
の
子
吉
之
助
、
モ
・
の
子
吉
太

郎
相
事
け
て
務
宋
に
及
ん
だ
。
故
に
加
賀
務
に
資
生

琉
の
行
は
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
質
に
綱
紀
の
カ
に

図
悼
む
も
の
で
あ
っ
た
。

七
四
五

イ
シ
費
生
滅
謡
曲
偲
諒
察
形
子
↓
ヨ
ウ
キ
ヨ
グ
一
ポ
ウ
ズ
ト
ノ
ザ
マ
坊
-Z
殿
様
前
倒
治
僚
は
越
一
七
用
金
中
は
弘
め
あ
り
。
』
と
記
す
る
。

F
Y
カ
イ
サ
ツ
ケ
イ

Y

務
幽
諺
解
祭
形
子
。
一
・
申
古
凶
府
勝
興
寺
の
住
持
か
ら
還
俗
し
て
、
児
童
数
一
ホ
ウ
セ
ン
タ
費
泉
寺
洞
北
部
諒
幡
に
在
っ
て
、

ホ
ウ
シ
ヨ
ピ
ケ
シ
奉
審
火
消
務
政
の
時
、
金
一
の
世
嗣
と
な
り
、
明
利
入
年
封
を
製
い
だ
。
是
を
以
一
環
宗
東
波
に
屈
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、
明

滞
城
下
に
火
災
あ
る
際
、
先
づ
定
火
消
は
そ
の
家
臣
・
一
て
世
に
治
僚
を
指
し
て
坊
主
殿
様
と
い
う
た
。
一
治
一
一
一
年
正
周
寺
駿
を
唱
へ
た
。

傭
了
を
蔀
ゐ
、
現
場
に
赴
い
て
消
防
に
従
事
し
た
が
、
一
ホ
ウ
セ
イ
ジ
法
醤
寺
期
羽
咋
郡
八
幡
に
在
っ
て
、
一
ホ
ウ
セ
ン
ジ
費
泉
寺
羽
咋
郡
柴
垣
に
在
っ
て
、

命
力
の
足
ら
な
い
と
認
め
れ
ば
、
老
臣
か
ら
特
に
無
一
提
出
訳
東
波
に
鴎
す
る
。
一
日
蓮
宗
に
毘
す
る
。
同
地
本
成
寺
日
如
が
、
寛
永
八

役
の
士
そ
指
名
し
て
数
援
せ
し
め
る
こ
と
が
あ
り
、
一
ホ
ウ
セ
ン
イ
ン
賓
仙
院
加
盟
務
中
市
第
六
代
前
一
年
隠
援
の
箆
に
創
建
す
る
所
で
あ
る
と
い
ふ
。

そ
れ
を
緊
密
火
消
と
い
う
た
。
奉
替
と
は
そ
の
命
令
一
回
吉
徳
の
子
欝
代
娘
、
印
ち
浅
野
育
長
夫
人
の
法
説
。
一
ホ
ウ
セ
ン
タ
寮
泉
寺
臨
奈
郡
選
下
に
在
っ
て
、

の

・

震

で

あ

ら

う

。

一

詳

し

〈

は

貨

仙

院

玉

議

議

鏡

大

姉

。

一

提

言

宗

に

臨

し

、

も

と

鍛

川

則

前

の

別

笛

で

あ

っ

た

。

ポ
ウ
ズ
坊
主
御
坊
主
は
務
政
時
代
の
殿
中
に
一
ホ
ウ
セ
ン
イ
ン
法
泉
院
大
型
寺
務
中
一
第
二
代
一
恵
勝
の
創
立
に
係
る
と
偲
へ
、
慈
勝
は
建
武
五
年
の

於
け
る
使
品
川
で
、
慶
長
十
一
年
腕
に
そ
の
職
が
見
え
一
前
間
利
明
夫
人
上
杉
民
の
法
蹴
。
誇
し
〈
は
法
泉
院
一
箆
泉
寺
文
替
に
見
え
る
俄
で
あ
る
。
叉
明
腿
十
年
の

る
。
服
装
は
袴
を
着
け
ず
、
羽
織
を
酷
旬
、
剃
髪
し
て
一
海
凶
永
良
大
妨
。
一
文
書
に
は
賢
畳
の
住
持
で
あ
る
こ
と
が
見
え
る
。
銭

一
万
を
椴
し
、
俸
旅
は
普
逝
ご
十
俄
で
あ
っ
た
。
叉
一
ポ
ウ
セ
ン
カ
サ
ン
ド
ウ
シ
ユ
ウ
怠
笠
麗
鑓
樹
集
一
川
明
柿
は
初
め
諮
問
に
在
っ
た
諮
問
村
の
銀
守
を
移

務
臣
叉
本
多
氏
と
長
氏
に
は
、
・
小
窃
主
と
栂
し
て
東
一
一
加
0

・
平
岩
仙
桂
軒
、
五
言
絶
句
三
十
ご
首
、
七
言
一
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
式
内
等
醤
註
記

援
の
も
の
が
ゐ
た
。
一
絶
句
ご
百
況
十
首
、
況
言
律
静
六
十
筒
、
七
書
館
静
一
の
諸
問
出
古
前
枇
の
僚
に
記
さ
れ
、
能
管
名
跡
芯
に

ポ
ウ
ズ
ガ
シ
ヲ
坊
主
顕
点
亭
四
年
=
一
周
十
九
一
九
十
八
首
、
文
章
抗
編
を
牧
め
る
。
仙
桂
は
晩
年
加
一
も
『
鮫
川
の
殺
陣
堂
と
て
あ
り
。
桜
尾
山
箆
泉
寺
と

日
新
た
に
浅
野
甚
罫
.
左
衛
門
遺
富
・
禁
輸
市
左
衛
門
一
賀
稽
の
仕
を
僻
し
、
京
都
東
山
の
六
々
山
堂
に
蹄
老
一
い
ひ
、
寺
領
拾
.
石
也
。
此
寺
普
は
櫛
均
の
庄
今
の
惣

宗
築
・
和
問
甚
十
郎
元
努
・
湯
浅
紳
右
衛
門
附
長
の
四
一
し
た
が
、
そ
の
死
に
先
だ
ち
て
悉
〈
稿
を
焚
い
た
。
一
一
持
寺
の
地
に
在
。
て
、
弘
法
大
師
再
輿
の
密
院
な
り

人
に
御
坊
主
頭
を
命
ぜ
ら
れ
、
各
新
知
七
十
石
、
外
一
後
加
賀
の
大
滞
君
山
が
各
所
に
拾
集
じ
て
こ
の
縞
を
一
し
に
、
中
興
院
中
一
定
資
ハ
諸
問
寺
U

御
夢
の
告
あ
り
て
、

に
十
石
の
役
料
知
を
賜
は
っ
た
。
以
後
頭
四
人
に
て
一
成
し
た
も
の
で
、
資
永
コ
一
年
の
刊
行
で
あ
る
。
一
寺
地
点
T
・
陸
軍
.
山
和
備
に
あ
た
へ
、
此
所
に
来
る
一
宇
を

四
組
を
支
配
す
る
規
定
と
な
り
、
辿
綿
務
米
に
去
っ
一
ホ
ウ
セ
ン
ジ
法
舶
寺
金
部
資
紡
路
町
に
在
つ
一
一
緒
び
住
み
給
へ
り
。
云
々
。
中
頃
賢
提
律
師
は
道
徳

た
。
御
坊
主
顕
は
平
士
並
の
待
越
で
爾
刀
を
綿
し
、
東
一
て
、
仰
桜
山
と
撹
し
、
海
土
宗
に
臨
す
る
。
初
め
念
一
の
人
に
て
、
毎
日
殺
陣
修
行
あ
り
け
れ
ば
、
殺
陣
蛍

髪
を
許
さ
れ
た
が
、
多
〈
は
老
年
で
禿
顕
で
あ
る
か
一
郎
官
と
い
ふ
者
前
倒
利
家
に
従
う
て
金
揮
に
来
り
、
利
一
の
御
坊
と
人
々
呼
べ
り
。
則
利
家
公
御
墨
付
に
も
施

ら
、
附
援
を
作
り
綬
附
泊
で
定
着
せ
し
め
て
ゐ
た
。
一
長
の
時
陪
川
矯
顕
に
寺
地
を
腸
は
っ
た
が
、
寛
永
八
一
一
陣
堂
と
あ
り
。
』
と
書
い
て
、
諮
問
寺
の
宋
が
恰
も
箆

そ
の
若
く
し
て
来
援
を
許
さ
れ
た
も
の
に
は
、
前
問
一
年
四
且
十
四
日
門
前
か
ら
出
火
焼
亡
し
、
隠
川
中
村
一
泉
寺
で
あ
る
如
く
に
混
同
し
て
ゐ
右
が
、
こ
れ
は
総

綱
紀
の
時
に
松
尾
縫
殿
が
あ
り
、
吉
徳
の
卒
保
入
年
一
一
例
原
の
内
に
移
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
聞
も
現
在
の
一
名
を
銭
川
寺
と
い
う
た
も
の
で
、
お
の
づ
か
ら
成
立

に
大
槻
靭
元
が
あ
る
。
一
所
で
あ
り
、
陪
川
橋
爪
の
弛
街
地
は
、
今
の
五
枚
町
か
一
の
索
閣
を
異
に
す
る
密
で
あ
る
。
鍛
川
寺
に
は
五
防

ポ
ウ
ズ
コ
ガ
シ
ラ
坊
主
小
頭
貞
亭
四
年
三
周
一
ら
古
寺
町
に
入
る
角
で
あ
っ
た
。
法
飴
寺
の
寺
中
に
一
あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
戦
鼠
の
際
断
絶
し
て
費
泉
寺
の

ご
十
四
日
問
中

E
仁
・
畏
谷
川
佐
霊
・
清
水
理
閑
・
石
一
一
樹
穏
院
・

E
樹
院
が
あ
っ
た
と
天
明
六
年
の
由
来
智
一
み
が
残
り
、
前
倒
利
家
か
ら
寺
領
拾
石
を
受
け
、
後

川
宗
知
・
長
崎
林
畠
・
問
中
長
闘
の
六
人
が
新
た
に
御
一
に
あ
る
が
、
=
一
筒
屋
版
の
六
用
集
に
は
見
え
ぬ
。
一
一
た
び
郵
宗
に
瞭
し
、
承
隠
二
年
利
常
の
命
に
ょ
っ

坊
主
小
頭
を
命
ぜ
ら
れ
た
に
起
る
。
後
に
小
頭
は
一
一
ホ
ウ
セ
ン
ジ
法
泉
寺
鹿
島
郡
黒
氏
に
在
っ
て
二
て
叉
提
言
宗
に
復
し
た
。
笛
寺
殺
に
木
像
多
聞
出
入
像

組
に
ご
人
あ
り
、
都
合
八
人
で
、
そ
の
俸
除
四
十
依
一
回
拠
出
訳
東
涯
に
岡
幽
す
る
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
法
泉
寺
と
一
一
般
高
一
米
=
二
極
の
も
の
が
あ
っ
て
、
卒
安
朝
後
期

三
人
技
持
で
あ
っ
た
。
い
ふ
御
坊
に
、
御
名
披
等
色
々
奇
瑞
あ
る
貨
物
あ
り
。
一
の
作
と
認
め
ら
れ
る
。
叉
室
町
末
期
乃
安
江
戸
初
期

圃


